
日
本
の
夜
明
け

◆
一
八
五
七
年（
安
政
四
年
）

五
稜
郭
の
工
事
着
工
。

◆
一
八
六
四
年（
元
治
元
年
）

五
稜
郭
の
工
事
が一
応
終
了
し
、箱
館
奉
行
所
が
郭

内
に
開
庁
。

◆
一
八
六
八
年（
明
治
元
年
）

榎
本
武
揚
、幕
府
残
存
艦
隊『
開
陽
』以
下
八
隻
に
、

幕
軍
諸
隊
二
千
を
乗
せ
、十
月
二
十
日（
旧
暦
）蝦

夷
地
鷲
ノ
木（
現
森
町
）に
上
陸
。

◆
同
十
月
二
十
四
日

箱
館
府
知
事
清
水
谷
公
考
、五
稜
郭
を
放
棄
し
青

森
に
退
却
。

◆
同
十
月
二
十
六
日

榎
本
軍
の
大
鳥
隊
、七
重
道
を
経
て
五
稜
郭
に
入

城
。続
き
川
汲
山
道
よ
り
土
方
歳
三
入
城
。土
方
の

指
揮
下
に
あ
っ
た
額
兵
隊
、陸
軍
隊
も
翌
日
入
城
。

◆
同
十
一
月
五
日

土
方
歳
三
の
指
揮
す
る
新
選
組
、額
兵
隊
、陸
軍
隊

等
の
諸
隊
七
百
名
の
猛
攻
に
よ
り
松
前
城
落
城
。

◆
同
十
一
月
十
五
日

松
前
攻
撃
を
支
援
す
る
榎
本
軍
の
軍
艦『
開
陽
』が

江
差
で
座
礁
、破
壊
。

◆
同
十
二
月
十
五
日

画
期
的
な
入
札
制
度（
選
挙
）に
よ
り
榎
本
総
裁
以

下
閣
僚
を
選
出
。室
蘭
に
開
拓
奉
行
、江
差
・
松
前

に
は
鎮
台
を
置
き
、榎
本
軍
は
全
蝦
夷
地
を
平
定
。

◆
一
八
六
九
年（
明
治
二
年
）

榎
本
軍
の
追
討
令
を
発
令
し
て
い
た
明
治
新
政
府

は
、黒
田
了
介
に
陸
軍
参
謀
、山
田
市
之
丞
に
海
陸

軍
参
謀
を
命
じ
軍
を
集
結
さ
せ
る
。

五
稜
郭
の

歴
史

ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長

官
と
し
て
、１
８
５
３
年（
嘉
永
６

年
）６
月
、マ
シ
ュ
ー・ペ
リ
ー
提
督

は
軍
艦
４
隻
を
率
い
て
浦
賀
沖
に

来
航
。日
本
に
開
国
を
求
め
る
。内

陸
に
向
け
ら
れ
た
備
砲
か
ら
は
数

多
く
の
空
砲
が
撃
た
れ
、江
戸
市

民
を
驚
か
せ
る
と
と
も
に
多
く
の

見
物
客
を
集
め
た
。翌
１
８
５
４

年
３
月
、日
米
和
親
条
約
が
締
結
。

開
港
が
決
ま
っ
た
箱
館
へ
は
同
年

４
月
に
来
航
し
た
。１
８
５
８
年
、

64
歳
に
て
没
。

ペリー提督

１
８
３
６
年（
天
保
７
年
）江
戸
下

谷
生
ま
れ
。幕
府
海
軍
伝
習
所
を

経
て
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
。帰
国
後
は

幕
府
海
軍
副
総
裁
に
。１
８
６
８

年（
明
治
元
年
）の
江
戸
城
明
け

渡
し
後
、艦
隊
と
旧
幕
残
党
を
率

い
て
箱
館
に
渡
り
五
稜
郭
を
占
拠
。

旧
幕
府
家
臣
に
よ
る
蝦
夷
地
開

拓
を
目
指
す
が
、新
政
府
軍
と
の

戦
い
に
敗
れ
降
伏
。後
に
開
拓
使

出
仕
と
な
り
千
島
樺
太
交
換
条

約
を
締
結
し
た
。１
９
０
８
年（
明

治
41
年
）、72
歳
に
て
没
。

榎本武揚

１
８
３
５
年（
天
保
６
年
）武
州
多

摩
郡
石
田
村
、現
在
の
東
京
都
日

野
市
に
生
ま
れ
る
。文
久
３
年
の

幕
府
兵
募
集
に
参
加
し
て
上
洛
。

同
郷
の
近
藤
勇
と
新
選
組
を
結

成
し
副
長
と
な
る
。鳥
羽
伏
見
の

戦
い
で
の
敗
走
か
ら
会
津
・
仙
台
へ

と
転
戦
。そ
こ
で
榎
本
艦
隊
と
合

流
し
蝦
夷
地
へ
向
か
う
。１
８
６
９

年（
明
治
２
年
）５
月
11
日
、新
政

府
軍
に
よ
る
箱
館
総
攻
撃
の
際
に

銃
撃
を
受
け
、35
歳
の
若
さ
で
壮

烈
な
最
期
を
遂
げ
る
。

土方歳三

１
８
４
０
年（
天
保
11
年
）鹿
児
島

城
下
に
下
級
武
士
の
長
男
と
し
て

誕
生
。箱
館
戦
争
で
は
征
討
軍
の

陸
軍
参
謀
と
し
て
、箱
館
総
攻
撃

を
指
揮
。五
稜
郭
落
城
寸
前
、榎

本
武
揚
か
ら「
万
国
海
律
全
書
」

を
贈
ら
れ
、そ
の
翻
訳
と
い
う
大

義
の
も
と
榎
本
の
救
命
活
動
を

行
っ
た
。戊
辰
戦
争
後
は
北
海
道

の
開
拓
に
尽
力
し
、１
８
８
８
年

（
明
治
21
年
）内
閣
総
理
大
臣
と

な
っ
た
。１
９
０
０
年（
明
治
33
年
）、

61
歳
に
て
没
。

黒田了介（清隆）

蝦
夷
地
経
営
の
中
心
と
し
て
の
五
稜
郭

◆
同
三
月
二
十
五
日

榎
本
軍
は
政
府
軍
の
軍
艦『
甲
鉄
』を
奪
取
す
る
た

め
、北
上
途
中
の
寄
港
地
宮
古
湾
で
こ
れ
を
襲
撃

す
る
が
失
敗
。

◆
同
四
月
九
日

新
政
府
軍
第
一
陣
、乙
部
村
に
上
陸
。

◆
同
四
月
十
二
日
〜
二
十
五
日

二
股
口
守
備
の
土
方
歳
三
隊
、銃
撃
戦
で
政
府
軍
の

進
撃
を
食
い
止
め
る
。

◆
同
五
月
十
一
日

政
府
軍
箱
館
総
攻
撃
開
始
。

土
方
歳
三
戦
死
。

◆
同
五
月
十
六
日

千
代
岱
砲
台
陥
落
。

中
島
三
郎
助
父
子
戦
死
。

◆
同
五
月
十
八
日

榎
本
軍
降
伏
。五
稜
郭
開
城
。

◆
一
八
七
一
年（
明
治
四
年
）

奉
行
所
庁
舎
を
解
体
。

◆
一
九
一
四
年（
大
正
三
年
）

公
園
と
し
て
一
般
に
開
放
。

◆
一
九
二
二
年（
大
正
十
一
年
）

国
の
史
跡
に
指
定
。

◆
一
九
五
二
年（
昭
和
二
十
七
年
）

国
の
特
別
史
跡
に
指
定
。

◆
二
〇
一
〇
年（
平
成
二
十
二
年
）

奉
行
所
庁
舎
の一
部
を
復
元
、公
開
。

◆
二
〇
一
四
年（
平
成
二
十
六
年
）

五
稜
郭
築
造
一
五
〇
年

◆
二
〇
一
九
年（
令
和
元
年
）

戊
辰
戦
争
終
結
一
五
〇
年

　

１
８
５
３
年(

嘉
永
５
年)

、Ｍ
・

Ｃ
・
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る
ア
メ
リ
カ

艦
隊
の
来
航
に
よ
り
、翌
年
、幕
府

は
日
米
和
親
条
約
を
締
結
。開
港
場

と
な
っ
た
箱
館
に
、幕
府
は
箱
館
奉

行
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

箱
館
奉
行
の
任
務
は
開
港
場
の

統
治
や
諸
外
国
と
の
対
応
、蝦
夷
地

の
開
拓
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、特
徴

的
な
地
形
に
よ
り
防
衛
上
の
問
題

が
あ
る
と
さ
れ
た
箱
館
の
防
備
強

化
も
急
が
れ
ま
し
た
。奉
行
は
、箱

館
山
麓
で
港
か
ら
も
至
近
の
位
置

に
あ
る
奉
行
所
庁
舎
の
内
陸
へ
の

移
転
を
計
画
。庁
舎
を
防
備
す
る
城

塞
の
建
設
に
は
西
洋
式
の
築
城
技

術
が
採
用
さ
れ
、１
８
５
７
年(

安

政
４
年)

工
事
に
着
手
し
た
城
塞
は
、

そ
の
形
か
ら「
五
稜
郭
」と
呼
ば
れ

ま
し
た
。

　

８
年
に
及
ぶ
工
事
期
間
を
経
て
、

１
８
６
４
年(

元
治
元
年)

６
月
、五

稜
郭
内
に
移
転
し
た「
御
役
所
」(

奉

行
所)

が
開
庁
。五
稜
郭
は
蝦
夷
地

経
営
の
中
心
地
、外
交
の
最
前
線
と

な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
五
稜
郭
は
、箱
館
戦
争
の

激
動
を
経
て
、１
９
１
４
年(

大
正

３
年)
に
は
公
園
と
し
て
開
放
さ
れ
、

以
来
、市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、１
９

２
２
年(

大
正
11
年)

に
は
国
の
史

跡
、１
９
５
２
年(
昭
和
27
年)

に
は

特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
、幕
末
・
明

治
維
新
の
歴
史
を
物
語
る
文
化
財

と
し
て
、２
０
１
０
年(

平
成
22
年)

に
は
、１
８
７
１
年(

明
治
４
年)

に

解
体
さ
れ
た
旧
奉
行
所
庁
舎
が
郭

内
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

4年間の工期をかけて、往時の建築を忠実に再現した
箱館奉行所（2010年完成）

碑前祭
□「中島三郎助父子最後之地」碑前 10：00～
□「碧血碑」前 10：50～
□「土方歳三最期之地」碑前 11：30～
□五稜郭タワー「箱館戦争供養塔」前 12：00～

函館市芸術ホール
□箱館五稜郭祭記念式典 13：00～
□2022（第35回）土方歳三コンテスト
　全国大会（ちびっこ土方発表会） 13：15～

維新行列・音楽パレード
□中島町廉売通り 維新行列出発地点 13：00出発
　　　　　　　　　　▼
□千代台公園 音楽パレード出発地点
　　　　　　　　　　▼
□行啓通り 戦闘パフォーマンス 13：15～14：30
　　　　　　　　　　▼

開城セレモニー 15：00ころ

□五稜郭公園特設ステージ 戦闘パフォーマンス

主催／箱館五稜郭祭協賛会
後 援／函館市・函館商工会議所・（一社）函館国際観光コンベンション協会
協 力／陸上自衛隊第28普通科連隊・陸上自衛隊第11音楽隊・箱館稜雲社

2022年5月21日㈯・22日㈰ 2日間開催
※国や北海道からのイベント自粛要請や、函館市での新型コロナウイルス感染症の感
染状況等の理由により、開催内容の変更や開催中止となる場合がございますので、
予めご了承下さい。



維
新
行
列
の
見
所

あ
の
日
、日
本
の
気
骨
は
五
稜
郭
に
集
結
し
て
い
た
。

　

箱
館
五
稜
郭
祭
は
、安
政
元
年︵
一
八
五
四
年
︶日
米
和
親
条

約
に
基
づ
き
、ペ
リ
ー
が
其
艦
隊
を
率
い
て
箱
館
に
来
航
し
て

よ
り
、明
治
二
年
五
月︵
一
八
六
九
年
︶箱
館
戦
争
終
結
迄
を
題

材
と
し
て
維
新
行
列
に
再
現
し
た
。

　

其
間
郷
土
函
館
の
基
を
築
い
た
先
人
の
遺
徳
を
偲
び
、併
せ

て
戊
辰
、已
巳
の
変
に
戦
没
し
た
無
名
戦
士
の
御
魂
の
安
ら
か

な
ら
ん
事
を
祈
り
挙
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

碧血碑（へっけつひ）は、北海道函館市
函館山に明治8年（1875年）5月に建
立された戊辰戦争、特に箱館戦争にお
ける旧幕府軍の戦死者を追悼する慰
霊碑である。土方歳三や中島三郎助な
どをはじめとする約800人の戦死者を
弔っている。

箱館　　　　 憲章

征
討
軍（
官
軍
）上
陸

　

い
よ
い
よ
明
治
新
政
府
の
征
討
軍
の
登
場
。先
頭
を
切
る

の
は
官
軍
の
シ
ン
ボ
ル「
錦
の
御
旗
」を
奉
戴
す
る『
錦
旗
護
衛

隊
』で
す
。

　

征
討
第
一
軍
を
率
い
る
の
は
海
陸
軍
参
謀
、長
州
藩
山
田

市
之
丞
。薩
長
両
藩
の
士
官
が
そ
れ
に
続
き
ま
す
。黒
地
に
赤

線
軍
服
は
長
州
藩
、鉄
紺
に
黒
線
が
薩
摩
藩
で
す
。

　

続
い
て
武
田
菱
の
家
紋
が
つ
い
た
黒
陣
笠
に
黒
羽
織
の
一

隊
、官
軍
尖
兵
の『
松
前
正
義
隊
』が
登
場
し
ま
す
。佐
幕
派
の

松
前
藩
政
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
、下
国
東
一
郎
、三
上
超
順

ら
少
壮
武
士
団
を
母
体
と
す
る
松
前
正
義
隊
。一
八
六
八
年

八
月
一
日
に
ク
ー
デ
タ
ー
に
成
功
し
、藩
論
を
一
挙
に
勤
王

に
統
一
。以
来
官
軍
蝦
夷
進
攻
の
尖
兵
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。

　

次
い
で『
箱
館
府
兵
隊
』が
登
場
。明
治
元
年
閏
四
月
、箱
館

府
知
事
と
し
て
赴
任
し
た
清
水
谷
公
考
は
、箱
館
奉
行
よ
り

五
稜
郭
を
接
収
。し
か
し
兵
力
が
な
い
た
め
現
地
募
兵
し
た

の
が
箱
館
府
兵
隊
で
す
。清
水
谷
府
知
事
と
、彼
を
護
衛
す
る

『
府
知
事
御
親
兵
』が
続
い
て
登
場
。御
親
兵
と
は
明
治
新
政
府

直
属
の
軍
隊
で
、後
の
近
代
的
軍
隊
の
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
軍
監
有
地
静
馬
が
率
い
る『
津
軽
藩
士
官
隊
』が
登

場
。勇
壮
果
敢
な
武
運
を
誇
り
、戦
功
第
一
と
評
さ
れ
る
働
き

を
残
し
ま
し
た
。

　

征
討
軍
の
中
央
に
は
、陸
軍
参
謀
黒
田
了
介
、海
軍
参
謀
増

田
虎
之
助
、軍
監
前
田
雅
楽
、軍
監
田
島
敬
蔵
等
の
幕
僚
に
諸

藩
の
将
が
続
き
ま
す
。

　

官
軍
の
指
揮
官
が
頭
に
被
っ
て
い
る
の
は「
シ
ャ
グ
マ
」と

呼
ば
れ
、赤
・
黒
・
白
の
各
色
が
あ
り
、戊
辰
戦
争
期
特
有
の
官

軍
の
装
束
で
す
。

　

な
お
、当
時
の
軍
服
は
幕
府
軍
も
官
軍
も
似
た
よ
う
な
も

の
。そ
の
識
別
の
た
め
、官
軍
側
は
二
の
腕
に
錦
の
印
布『
錦
巾

（
き
ん
き
れ
）』を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

開
陽
と
黒
船

　

維
新
行
列
に
華
を
添
え
る
山
車
は
、幕
府
が
オ
ラ
ン
ダ
に

発
注
し
て
建
造
し
た
当
時
最
強
の
軍
艦「
開
陽
」と
、幕
府
に
開

国
を
迫
っ
た
ペ
リ
ー
提
督
の
黒
船
の
一
隻「
ポ
ー
ハ
タ
ン
」で

す
。こ
の
維
新
行
列
は
大
道
具
、小
道
具
に
至
る
ま
で
、資
料
に

基
づ
き
で
き
る
だ
け
時
代
考
証
の
う
え
制
作
。し
か
し
祭
り

で
も
あ
る
た
め
、多
少
の
演
出
も
施
し
て
い
ま
す
こ
と
を
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、五
稜
郭
公
園
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の『
開
城
セ
レ

モ
ニ
ー
』も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

箱
館
開
港
事
始
め

　

維
新
行
列
の
先
頭
は
箱
館
奉
行
所
の
旗
手
。旗
は
天
地
を
表

す
黒
い
二
本
の
線
と
日
の
丸
で
す
。続
い
て
、竹
内
下
野
守
保

徳
、堀
織
部
正
利
熈
、村
垣
淡
路
守
範
正
の
初
期
箱
館
奉
行
、五

稜
郭
の
設
計
・
監
督
者
で
あ
る
箱
館
諸
術
調
所
教
授
武
田
斐
三

郎
成
章
、最
後
の
箱
館
奉
行
杉
浦
兵
庫
頭
誠
、そ
し
て『
箱
館
奉

行
所
槍
隊
』で
す
。

　

次
い
で
、ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
提
督
お
よ
び
旗
手
、ア
メ
リ

カ
海
軍
儀
仗
兵
。さ
ら
に
ロ
シ
ア
公
使
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
海
軍
中

将
と
旗
手
、ロ
シ
ア
海
軍
儀
仗
兵
。イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス

と
旗
手
、イ
ギ
リ
ス
海
軍
儀
仗
兵
。フ
ラ
ン
ス
公
使
ロ
ッ
シ
ュ

と
旗
手
、フ
ラ
ン
ス
海
軍
儀
仗
兵
。そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長

ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
と
旗
手
、オ
ラ
ン
ダ
海
軍
儀
仗
兵
と
続
き
ま
す
。

　

な
お
、実
際
に
箱
館
に
来
航
し
た
人
物
は
ペ
リ
ー
提
督
と
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
中
将
だ
け
で
す
が
、以
上
の
５
ヵ
国
が
、い
ち
早

く
徳
川
幕
府
と
修
好
通
商
条
約
、い
わ
ゆ
る「
安
政
の
五
カ
国

条
約
」の
締
結
に
成
功
し
、箱
館
は
国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

開
港
事
始
め
の
最
後
を
飾
る
の
は
軍
楽
隊（
五
稜
郭
鼓
隊
）

で
す
。

榎
本
政
権
誕
生

　

榎
本
軍
の
先
頭
は
星
恂
太
郎
が
指
揮
す
る
赤
服
金
モ
ー
ル

の『
仙
台
額
兵
隊
』。英
国
式
訓
練
を
受
け
た
部
隊
で
す
。次
に

登
場
す
る
の
は『
伝
習
歩
兵
隊
』。仏
軍
よ
り
派
遣
さ
れ
た
教
官

団
に
よ
っ
て
訓
練
さ
れ
た
幕
府
正
規
軍
で
す
。

　

榎
本
軍
の
行
列
中
央
、三
ツ
葉
葵
の
旗
を
先
頭
に
、総
裁
榎

本
武
揚
、副
総
裁
松
平
太
郎
、海
軍
奉
行
荒
井
郁
之
助
の
閣
僚

が
続
き
ま
す
。次
に
登
場
す
る
の
は
春
日
左
衛
門
率
い
る『
幕

府
陸
軍
隊
』で
す
。百
六
十
名
が
蝦
夷
地
へ
渡
り
、各
地
で
奮
戦

し
ま
す
。次
い
で
宮
古
湾
海
戦
の
斬
込
姿
を
再
現
し
た『
海
軍

伝
習
士
官
隊
』が
行
進
し
ま
す
。

　

次
に
登
場
す
る
○
印
の
浅
葱
色
陣
羽
織
の
一
隊
は『
会
津
遊

撃
隊
』。隊
長
諏
訪
常
吉
以
下
七
〇
名
は
、会
津
の
降
伏
を
潔
し

と
せ
ず
、脱
藩
し
て
榎
本
軍
に
合
流
。隊
長
の
諏
訪
は
矢
不
来

の
戦
い
で
負
傷
、箱
館
病
院
で
没
し
ま
す
。

　

続
く
は『
衝
鋒
隊
』。隊
長
の
古
屋
佐
久
左
衛
門
は
洋
学
・
兵

学
を
学
び
幕
府
歩
兵
隊
指
図
役
に
。大
政
奉
還
後
は
兵
を
募
り

奥
羽
越
を
転
戦
後
、榎
本
軍
に
合
流
し
蝦
夷
地
に
進
駐
。五
稜

郭
で
新
政
府
軍
の
艦
砲
射
撃
を
受
け
て
負
傷
、戦
没
。

　

次
は
中
島
町
に
そ
の
名
を
残
す『
千
代
ヶ
崗
警
備
中
島
隊
』。

隊
長
中
島
三
郎
助
は
長
崎
海
軍
伝
習
所
一
期
生
で
榎
本
の
先

輩
。浦
賀
奉
行
所
与
力
時
代
、ペ
リ
ー
に
応
接
し
た
そ
の
人
で

す
。

　

そ
し
て
、誠
の
旗
を
先
頭
に
颯
爽
と
登
場
す
る
の
は『
新
選

組
』。先
頭
の
袖
無
陣
羽
織
姿
は
陸
軍
奉
行
並
土
方
歳
三
を
警

護
す
る
部
隊
で
あ
っ
た『
蝦
夷
新
選
組
』で
、後
ろ
の
白
山
形
だ

ん
だ
ら
染
め
の
羽
織
姿
は
京
都
時
代
の
新
選
組
で
す
。

一二

四 三
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